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「第 11回水産海洋地域研究集会～貧酸素水塊の漁業への影響と対策」

と「第６回水産フォーラム～魚類養殖の収益性向上」の開催 
 

企画・資源利用研究課 
 

 以下のとおり、フォーラムが開催されますのでご案内します。参加費は無料です。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

水産海洋地域研究集会 

第１１回 伊勢・三河湾の環境と漁業を考える～貧酸素水塊の漁業への影響と対策～ 

 

共催：一般社団法人水産海洋学会・愛知県水産試験場・三重県水産研究所 

日時：平成２７年１１月１４ 日（土）１３時～１７時 

場所：名古屋大学野依記念学術交流館カンファレンスホール（名古屋市千種区不老町） 

【テーマ１】貧酸素水塊の漁業への影響  座 長：国分秀樹（三重水研） 

１．伊勢湾西部における貧酸素水塊と浅海水産資源 

羽生 和弘（三重県水産研究所鈴鹿水産研究室） 

２．伊勢湾における貧酸素水塊と底生生物資源 

下村 友希子（愛知県水産試験場） 

３．三河湾における貧酸素水塊と底生生物資源の時空間変動  

曽根 亮太（愛知県水産試験場） 

【テーマ２】貧酸素水塊への対応 座 長：宮脇 大（愛知水試） 

４．伊勢湾の底びき網漁業における漁具改良について  

澤田 知希（愛知県水産試験場） 

５．三河湾奥部の干潟・浅場における貧酸素水塊・苦潮による生態系被害とその回避策

の検討 和久 光靖（愛知県水産試験場） 

６．河川流量が内湾の栄養塩，赤潮，溶存酸素に与える影響  

児玉 真史（国立研究開発法人 国際農林水産業研究センター） 

【問合せ先：鈴鹿水産研究室（国分・羽生）電話：059-386-0163】 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

第６回みえ水産フォーラム・三重県魚類養殖勉強会 

～魚類養殖の収益性向上～ 

 

共催：三重地域産官学連携水産研究連絡会議・三重県海水養魚協議会  

日時：平成２７年１１月２４日（火）１４時～１７時  

場所：錦みなとホール（度会郡大紀町錦 795－8） 

１．「水産物市場の構造変化と養殖経営の今後の課題－経済学的視点から－」  

松井 隆宏 准教授 （三重大学大学院 生物資源学研究科） 

２．「複合養殖導入による経営改善効果」 

青木 秀夫 室長 （三重県水産研究所 尾鷲水産研究室） 

３．「養殖コスト低減に向けた低魚粉飼料開発の現状と今後の課題」  

山本 剛史 グループ長 （国立研究開発法人 水産総合研究センター）  

４．「米糠を用いた低魚粉飼料の開発事例」 

中村 砂帆子 研究員 （三重県水産研究所 尾鷲水産研究室） 

【問合せ先：企画・資源利用研究課（水野・山田）電話：0599-53-0016】 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
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マダイ養殖の飼料コスト削減に向けた取り組み 

 

尾鷲水産研究室 中村 砂帆子 

 

 

〇三重県産養殖マダイの価格推移 

 魚類養殖業は三重県南部地域の主要産

業です。特にマダイ養殖業は年間生産額

が 34 億円（平成 24 年度）にのぼり、そ

の養殖尾数は全魚種の約 8 割を占めます。  

しかし近年、他産地との競争の激化や

市場への過供給等によって、かつて 1 ㎏

2,000 円程度であった養殖マダイの販売

単価は半値以下に下落・低迷しています

（図 1）。 

 

〇飼料の価格高騰 

マダイ養殖業においては、飼料コスト

は全体の約 7 割と多くを占めています。

飼料の主原料である魚粉の供給は、近年、

南米ペルーからの輸入に大きく依存して

きました。2006 年以前、輸入魚粉の価格

は 60～100 円/㎏程度で推移してきまし

たが、それ以降は現在に至るまで、乱高

下を繰り返しながら上昇を続け、200 円/

㎏に迫っています（図 2）。この原因とし

ては、魚粉となるアンチョベータの漁獲

枠の削減や禁漁、他国との競争の激化、

円安等が指摘されています。このような

魚粉価格の高騰を受けて、飼料コストは

上昇しており、これが養殖経営を圧迫する大きな要因となっています。  

 

〇飼料コスト削減の可能性 

 養殖マダイの価格が低迷する現在、飼料の魚粉配合率を下げ、比較的安価な植物性原料

等を代替することで飼料コストの削減を図ることは、昨今の緊急かつ重要な課題となって

います。しかし、魚粉配合率を削減すると成長の悪化や抗病性の低下がみられることが指

摘されており、低魚粉飼料の使用を嫌う傾向にあります。  

 三重県水産研究所尾鷲水産研究室では、マダイ養殖用飼料の低魚粉化に関する研究に取

り組んでいます。魚粉の代替原料として米糠を配合した飼料を用いて飼育試験を行い、そ

の利用性について検討しています。ここでは、平成 26 年度に実施した試験の概要をご紹介

図 1. 三重県における養殖マダイの生産量・単価 

（三重県農林水産統計年報、漁業・養殖業生産統計年報） 

図 2. 輸入魚粉の価格推移 

（財務省貿易統計） 

現場レポート現場レポート
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試験区 ① ② ③ ④ ⑤

飼料単価（円/㎏） 199.7  195.4 152.6 147.6 144.5

増重率（%） 100.6   95.9 105.4 107.0 117.8

飼料効率（%）   49.4   46.5   52.8   49.8   51.9

増重単価（円/kg） 404.2 420.2 289.0 296.6 278.4

増重率（%） 228.1 197.1 227.5 196.4 238.5

飼料効率（%）   48.6   40.2   47.8   44.6   48.1

増重単価（円/kg） 410.8 486.2 319.2 331.1 300.7

増重率（%）   27.5   27.6   24.4   27.0   27.0

飼料効率（%）   38.6   33.4   33.6   35.6   34.7

増重単価（円/kg） 516.9 585.7 454.9 414.8 416.3

増重率（%）   21.0   23.6   21.9   24.5   21.1

飼料効率（%）   30.4   25.4   30.0   32.9   29.7

増重単価（円/kg） 657.8 768.6 509.1 448.6 486.9

水温上昇期

高水温期

水温下降期

低水温期

します。 

マダイ稚魚を陸上水槽に収容し、①魚粉 50%（米糠 0%）、②魚粉 50%（米糠 20%）、③

魚粉 20%タウリン*（T）・フィターゼ**（P）（米糠 0%）、④魚粉 20%TP（米糠 15%）、⑤

魚粉 20%TP（米糠 20%）の 5 試験区で、水温期別（水温上昇期、高水温期、水温下降期、

低水温期）に短期間（約 2 ヶ月）飼育しました。 

結果を表 1 に示します。タウリンおよびフィターゼを添加した低魚粉飼料では、魚粉 50%

飼料と遜色なく成長することが明らかになりました。また、その増重単価削減率は約 20%

になり、低魚粉化による飼料コストの削減の可能性が示唆されました。  

 

表 1. マダイの飼育成績および増重単価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇適正な利用方法の開発を目指して 

平成 27 年度からは、海面生簀での飼育試験を実施しています。マダイ養殖では稚魚を導

入してから出荷まで 1 年半～2 年程要するため、低魚粉飼料の適正な利用方法の開発には、

成長、コスト、抗病性等への長期的な影響を検討する必要があります。養殖業者のみなさ

んの経営が少しでも改善されるよう、これからも研究に取り組んでいきます。 

 

*タウリン：魚粉の削減により飼料中のタウリンが不足することで、成長の悪化や体表の薄

化が起こると報告されている。そのため、低魚粉飼料にはタウリンの添加が必要となる。  

**フィターゼ：植物性原料に含まれるフィチン酸を分解し、リンの消化吸収を助ける働き

を持つ。また、フィチン酸は亜鉛等の微量元素の吸収を阻害する働きがあるため、フィタ

ーゼを添加することで微量元素の吸収阻害を回避できる。 
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食中毒を引き起こす貝毒について 

水圏環境研究課 藤原 正嗣 

 

日本で発生する貝毒には、しびれや発熱を起こし重篤な場合は呼吸困難で死に至ること

もある「麻痺性貝毒」と、下痢や吐き気を引き起こす「下痢性貝毒」があります。また、

外国では、記憶喪失を引き起こす貝毒も報告されています。これらの中毒症状は、有毒プ

ランクトンを食べて毒素を蓄積したアサリやマガキなどの二枚貝を、人間が食した時に発

生します。まれには毒化した二枚貝食べたカニを、人間が食して中毒を起こすこともあり

ます。貝毒は、煮ても焼いても冷凍しても毒性を失わないため、注意が必要です。 

三重県では 2～8 月に毎月 1～2 回、海域ごとの貝毒プランクトンの出現状況と、主な二

枚貝の貝毒の毒量を調査しています。可食部１グラムあたりの毒量が出荷規制を超えた場

合（麻痺性の規制値は 4MU/g、20 グラムのマウスが 15 分で死亡する毒量が 1MU/g）には、

当該海域からの貝毒の検出された貝の出荷を生産者が自主的に停止し、毒化した二枚貝が

市場に出回ることを防ぐ措置をとっています。規制値を超えた場合、週 1 回、プランクト

ンの出現状況と貝毒量を検査し、3 週連続で規制値を下回ったら出荷停止が解除されます。 

三重県では、数年に 1 回「麻痺性貝毒」が発生します。今年の 8 月にも、英虞湾のヒオ

ウギにおいて麻痺性貝毒が 9.9 MU/g 検出され出荷停止の措置がとられたことは記憶に新

しいところです。県内の麻痺性貝毒は、ｱﾚｷｻﾝﾄﾞﾘｳﾑ属のプランクトンが原因でしたが、今

年８月の貝毒はｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ・ｶﾃﾅｰﾀﾑによるものでした（写真１）。このプランクトンは 1

細胞で見つかることは稀で、多いときには 32 細胞にもなる長い群体をつくり、大きく弧を

描くように回転しながら泳ぎます。このプランクトンの毒性は高く、1ml の海水中にたっ

た 0.1 細胞いるだけで貝が毒化する可能性があるとされています。その一方、県内で「下

痢性貝毒」の発生は、10 年以上みられていません。 

ひきつづき、関連機関と連携して、三重県沿岸で漁獲、養殖生産される二枚貝の毒化状

況および貝毒原因プランクトンの出現状況をモニタリングしてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1. 21 細胞からなるｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ・ｶﾃﾅｰﾀﾑ 

現場レポート現場レポート
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新しい魚類標識技術の開発 
～ 腰帯切断標識法 ～ 

 

企画・資源利用研究課 丸山 拓也 

 

 野外での生物研究では、生物の移動や生息数などを調べるために様々な標識を使用しま

す。以前にもクルマエビやアワビ、ブリ、トラフグなどで標識を使った研究例が紹介され

てきましたが、今回はカサゴの放流調査用に開発した標識法について取り上げたいと思い

ます。 

 

 「腹鰭切除標識法」では、魚の腹鰭を切

り落として目印とします。魚には痛い思い

をさせて可哀相ですが、安価に大量の個体

に印を付けられるのでよく利用される標識

法です（図 1）。ところが魚の鰭は再生能力

が高く、鰭先を失ったくらいでは元通りに

治ってしまいます。鰭を根本から切ると元

通りには治り難いのですが、鰭の本当の付

け根は体の中に埋まっているためハサミで

は充分に深切りし難く、時間の経過ととも

に標識が判らなくなりやすい課題がありま

す。 

「腹鰭切除」に似た方法として、鰭が生えている腰帯（図 1）ごとペンチで引き抜く「腹

鰭抜去」という手法もあります。この方法では確実に鰭の再生を防げるものの作業に熟練

が必要で、ともすると鰭の先だけ千切れてしまったり、お腹を引き裂いてしまいます。そ

こで、これらに替わる確実かつ効率的に腹鰭を欠損させる標識法の開発を試みました。 

 

○ 道具の選定 

 ハサミによる「切除」では充分な深切り

がしにくいことが、ペンチによる「抜去」

では魚体へのダメージが大きいことが問題

です。そこで、これらの中間的な方法とし

て鰭を腰帯の一部ごと簡単に除去する方法

を模索しました（図 1）。その道具として目

を付けたのがプラスチックゲート用ニッパ

ー（以下、PG ニッパー）です。本来はイ

現場レポート現場レポート

図 1．標識法による切込み位置の違い 

図 2．ハサミとニッパーの刃の特徴 














